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検査キット購入、または検査予約
ご自宅またはマイシグナル導入医療機関
でご受検いただけます。

検査結果報告書の受領
初めて受検される方にも分かりやすい結果票をお送りしております。
詳しくは次頁の検査結果報告書の見方をご参照ください。

検査後の流れ
検査後の流れは、検査結果に応じて異なります。検査結果報告書をよくお読みいただき、必要
に応じて追加検査のご予約や、がんリスクを下げる生活習慣のアドバイスを実践してください。

高リスクの方へは次に受けるべき診療科・検査を
アドバイス

※あくまで一例です

妊娠中、生理中の方、また 20歳未満の場合は本検査は受検できません。

検査
検査は採尿いただくだけで完了します。事前の食事制限などはなく、
体に負担のない検査となりますので安心してご利用いただけます。

! 検査前の注意点

本検査はがんの再発、転移について確認するための検査ではありません。
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リスク高リスク低

リスク低 リスク低

がん種ごとにリスク判定を行い、検査結果報告書をお返
ししております。がんの心配があるか、だけでなく、どのが
んに特に気をつけなければいけないか、までが分かるた
め次のアクションが明確になります。

総合結果
がん種ごとの詳細な結果をご説明しています。がん種ご
との総合評価は、現時点でのがんに罹っている可能性を
判定する”マイクロRNAがんリスク”と、将来がんにかか
る可能性を判定する”パーソナルがんリスク”の2軸を基
に、総合的に判定しています。

がん種ごとの総合評価
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現時点でのがんにかかっている可
能性を示すスコアです。がんの方
と健康な方のマイクロRNAの発現
パターンの違いを利用することで、
がんリスクを判定しています。

マイクロRNAがんリスク
生活習慣や体質等による、がんのか
かりやすさを示します。これまでの
研究により、様々な要因ががんのか
かりやすさに影響することが知られ
ています。このスコアが高い方は、
より気をつけて定期的な検診をう
けるように心がけましょう。

パーソナルがんリスク
万一「がんの疑いあり」となった場
合は、次にどの診療科で追加検査
を受ければいいかのご案内もして
おります。検査結果を受けて適切
な次の検査へ、スピーディーにつな
げることができ、時間を浪費するこ
とがありません。

受診後の対応
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05 検査結果報告書の見方について04 ご利用の流れ

マンモグラフィ
検査のご案内

健康意識を
向上させましょう

ご自宅でご受検できる検査もございます。
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腫瘍の
大きさ・
ステージ

感度 98.21%1)感度 98.21%1) 尿によるがん検査

画像検査

腫瘍マーカー感度 54.40%2)感度 54.40%2)

基本的には年1回以上の頻度で継続的に受検いただくことをおすすめしておりま
す。受検後に推奨される次回受検時期は、受検結果に応じて変わりますので、詳
しくは受検後に送付します検査結果報告書の「受診後の対応について」をご参照
ください。

どのくらいの頻度で受検すれば良いでしょうか？Q.

A.

Q.

いいえ、本検査は「がんの人と健康な人の尿中に含まれるマイクロRNAの違い等
を統計的に計算することによりがん発症リスクを調べるスクリーニング検査で
す。医療行為としてがんに罹患しているかどうかの「診断」に代わるものではな
く、確定的な診断を行うものでもありません。

この検査でがんの診断はできますか？

A.

がんリスク「高」または「中」かつがんの初期症状に当てはまる症状を自覚してい
る場合は、お近くの医療機関にて追加検査の受検をお勧めしております。詳しく
は検査結果報告書の「受診後の対応について」をご参照ください。

検査結果が悪かった場合はどうすれば良いのでしょうか？Q.

A.

20歳未満の方、生理中・妊娠中の女性、目で見て明らかな血尿がある場合はあ
くまで参考値となります。
本検査は初発のがんの早期発見を目的に開発された検査であるため、がんの再発・転移の検出に関
する研究データはありません。がんの再発・転移の検出を主な目的として利用しないでください。

検査を受けられない場合はありますか？Q.

A.

特に制限はございません。

検査に食事の制限などはありますか ?Q.

A.

06 よくあるご質問

マイシグナル®の特徴

マイシグナル®は、初期のがん患者からも検出できる
シグナルを用いて検査をしているため、従来の検査方
法では見つかりにくかった早期がんでも検出可能な
ことが大きな特徴です。

マイクロRNAを用いたがん検査は、感度の
高い検査手段として業界でも注目を集めて
います。例えば、今までは適切な早期発見の
手段がないとされていた卵巣がん検査。
マイシグナル®は、独自開発の技術を用いる
ことで、ステージIのがんも早期発見できる高
性能な尿検査の開発に取り組んでいます。

通常の健康診断で行うがん検査との
違いはなんでしょうか？

“予防できるけれど完全には防げない”
がんは、生活習慣の見直しなどによって、「なりにくくする」こと
ができる病気です。しかし、それらを心がけていても、がんに
「ならないようにする」ことはできません。定期的な検診の受診
で、早期発見することが非常に重要です。


